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をみたすことを示す｡Jの分布が濃度pのJA と濃度 1-pの JB との binarymixture
のときは
PO)dJ- [p∂(卜 tA)+(卜 p)a(t-tB)]dt
g(1〝)= ala2.写｡Z_1 PalPa 2 ''-Pal-1
Z











z-3,C-0,JAニ JーB, p>1/2の場合 を考えるo g(I)を
g(1)二- }∂(1-10)+FE6(1)+リ∂(1+I. )
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の解 をもつ｡これよりg(1)-♂(1)とな り,常磁性相 (以下Pと略記 )を与える｡
(14)(15)のス-y≠Oの解がガラス状相 (スピングラス,以下GI.Pと略記 )を与える｡
ス≠ γの解が強磁性相 (以下 Fと略記 )の解である｡
n- 1とn- 2に対する(14)より}+ yを消去すると強磁性相の lo が3次方程式 (略)










に p≠Oの場合はn- 1とn- 2に対するu5)よりガラス状相の 1.- 1G(t)が4次方



















J- J｡Z, A - A｡√㌻ ととZ--の極限で鮎 the近似 は分子場近似に tendしてp
-F,p-GLPの相境界は ScherringtonKirkpatrick7)のそれと一致する｡
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